
毎年、桂川町を明るく活気づけるために“桂川町の明日を創る

会・イルミネーション大作戦”が、今年も 11 月 28 日に行わ

れました。今年は、今までの図書館周辺から、道路を挟んで住

民センター側に設置場所を移動し、約 50 ｍにわたって歩道脇

に光の波を表現しました。また、昨年、住民の方から寄贈いた

だいた星やエッフェル塔などの形をしたイルミネーションも利

用して、いろどり豊かなものになりました。１月 15 日まで点

灯しますので、お楽しみください。（※ 12 月 24 日～平成 23

年１月 3 日の間は、0 時まで点灯します。）

時折、木枯らしが吹く 12 月中旬。今年から農作物を通して様々

な体験や学習を行っている桂川幼稚園の畑で、園児による大根の

収穫が行われました。葉も入れれば自分たちの背丈ほどもある大

根を、力いっぱい引っ張って地面から抜きあげ、抜けた瞬間には皆、

収穫の喜びを満面の笑みで表

現していました。自分で収穫、

家にお土産として持ち帰るの

で、野菜嫌いが治ったという

お宅もあるそうです。▲ 桂川町役場前交差点に点灯されたイルミネーション

今年の秋の褒章で、籾井博美 氏（土師二区・79 歳）が、瑞
ずいほう

寶

單
たんこうしょう

光章を受章されました。氏は、昭和 23 年に桂川町消防団に

入団以来、昭和 63 年に本部付分団長で退団されるまで、40

年間の長きにわたって町民の安全や安心を第一に消防・防災

活動に尽力されてきました。11 月 22 日には、氏の活動を支

えてこられた奥様のフミカさんと共に受章の喜びを、笑顔で

井上町長に報告されていました。おめでとうございます。

楽 しかった初めてのバスハイク交流会
土居二区 福祉部

土居二区では以前から、一人暮らしの高齢者の方などから「バ

スハイクで住民同士の交流を図ってはどうか？」といった要

望が出ていました。そこで、11 月 29 日、福祉部の行事とし

ては初めての試みとなるバスハイクを開催しました。サッポ

ロビール工場見学後、かんぽの宿日田で昼食を食べ、温泉に

つかり、のんびりとした中でお互いに交流を深めることがで

きました。今回培った絆を大事に、福祉活動に頑張ります。

▲ バスハイク途中、道の駅にて記念撮影

▲ 賞状を手に穏やかな表情の籾井 氏（中央）と
　 奥様のフミカさん（左）を祝福する井上町長（右）
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お誕生日
おめでとう！ 長 年にわたる消防団での功績をたたえて！

元桂川町消防団分団長 籾井博美 氏が秋の褒章受章

で っかい大根「穫ったど～！」
桂川幼稚園

今 回のイルミネーションはいかがですか？
桂川町の明日を創る会

町の交差点
まちのわだい

町の交差点


